覚書	Comment by 作成者: 法的性質としては「贈与契約書」と捉えられるが、スタートアップの初期は仲間内で立ち上げを行うことも多いと思われるため、堅苦しい表題を避けて「覚書」とした。

○○○○が□□にて受領した賞金××円について、後に○○○○が法人化した場合には、その法人のために●●●●が支出する出資金に充てることを合意する。	Comment by 作成者: チーム名を記載する。	Comment by 作成者: コンテスト名を記載する。	Comment by 作成者: 「賞金」に限らず、「活動支援金」等、各名称に合わせて記載する。
なお、コンテストのルール上、支給する金銭の使途が限定されている場合もあり得るため、注意を要する。	Comment by 作成者: 金額を記載する。	Comment by 作成者: チーム名を記載する。	Comment by 作成者: 基本的には法人設立時に代表者となる者（予定者）を記載することが想定される。
なお、出資者（株主）を複数人にすることも可能だが、株主には基本的に議決権が与えられるため、後の会社経営のことを考慮して資本政策は慎重に検討する必要がある。

年　　月　　日	Comment by 作成者: 作成年月日を記載する。

○○○○　チーム員	Comment by 作成者: チーム名を記載する。
[bookmark: _Hlk144908932]　　住所	Comment by 作成者: 任意団体（チーム）は法的には民法上の組合に準じて扱われることが多いと考えられるが、チームに帰属する金銭の贈与は各組合員の利益を害するものであるし、贈与を受ける者から見ると組合との利益相反行為といえるから、メンバー全員の同意を得ておくのが安全だと考えられる。
なお、1枚に全員の署名捺印を得ても良いし、1名につき1枚用意して人数分作成しても良い。
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